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Background
「可視化、見える化」というキーワードは業務運用の中では定着化した言葉ですが、その目的やねら
いを正確に理解して“見える化”している会社はまだ多くはないと思われます。重要なことは、見え
る状態にして何を実現するかを決めることにあります。
“見える化”には、単純に見える状態、意図を持って見せる状態、最適化を図るための透明な状態の3
つの段階があり、究極は“最適化”にあります。ビジネスプロセスマネジメントはビジネスプロセス
最適化のための透明化の技術としてとらえられ、すでにアメリカでは業界をあげて取り組む事例も増

Background

Viewpoint
“見える化、見せる化”意図、目的の整理

最適化 た 透明化 技術 ら られ、す に メリ は業界をあげ 取り組む事例も増
えてきています。
一方で、日本ではビジネスプロセスの“見える化”は“単なる見える状態” のレベルでとどまり、
“それを最適化していく”という水準には至っていないのが実態です。

見 る化、見 る化 意図、目的 整

改善のための業務の見せる化

問題点を見える状態にして改善実施

最適化のための業務の透明化
業務のパフォーマンス状態を
見える状態にして即是正、最適化

“見える化”という合い言葉を社内で連呼しつつも、
その目的そのものがぼやけた状態で進めていません
か？“見える化”の目的やねらいを明確することでは
じめて“見える化”したい領域や対象、また“見える
化”の手段・方法が決まってきます。重要な点は、ビ
ジネスプロセスマネジメント（プロセスの見える化と

ビジネスプロセスの“見える化”ツール活用

仕事を明確にする見える化

わからなかった仕事の流れの明確化

問題点を見える状態にして改善実施
ネ ネ （ 見 化

継続改善）はミドルマネージャー自らが推進すべき活
動だという点です。“見える化”の目的を明確にした
うえで改善ができるミドルマネージャーの育成度に
よって、会社の競争力も決まってくると考えます。

実施プロセス
発生頻度

支 社

領収書
支払伝票

募集経費
記入票

契約課

処理時間
／件

業務時間

日付、相手先、金額

係長

課長

①

②

50件/日 3分/件 600h/年

50件/日 1分/件 200h/年

50件/日 0 5分/件 100h/年

BPMN「ビジネスプロセスの見える化」を目指すには、まず
見たい見せたい目的に応じて、自社のビジネスプロセ
スを大きなレベルから小さなレベルまでドリルダウン
し、業務体系やフローをつくることからはじまります。
このような“見える化手段” は今やミドルマネー
ジャーにとって必須のスキルだと考えます。
JMACは、“見える化”の目的に応じて、ビジネスプロ

“最適化”のための情報システム活用

部門経費
集計表

課長

募集経費記入帳1日分

コピー

費目別転記4回/月

係長が
集計チェック

係長

課長

課長

領収書 支払伝票

③ When
Who
Where
What
4Wの可視化

50件/日 0.5分/件 100h/年

JMA式プロセスチャート

JMACは、 見える化 目的に応じて、 ジネ プ
セスマネジメント推奨ツールやプロセスチャートと
いったモデリング手段を用い、誰でもスピーディーか
つ容易に見える化を進められる状態を目指します。

ビジネスプロセスマネジメントには、人とITにより迅
速にビジネスプロセスの改善サイクルを実現する一面
があります。重要な改善改革対象は組織間、企業間を
またがる業務機能、連携機能が想定されるため、各プ
ロセスを運用に不可欠な情報システムも含めて最適化
することがポイントです。
JMACは外部団体（日本BPM協会）を通じて情報シス
テム連携に いても併せて支援していきます ツ ル

リアルモニタリング（CPM）の

情報システム統合化構想

情報システム設計／開発（EAI、SOA活用）
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テム連携についても併せて支援していきます。ツール
活用についての詳細は日本BPM協会のURLをご参照下

さい。
http://www.bpm-j.org/index.html

実現によるプロセス遂行レベルの認識

課題設定による
継続的プロセス、業務改善
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Service Menu
貴社の“見える化”の段階や改善目的に応じて最適な支援手段をご提案いたします。メニューとして
「BPM-見える化プログラム」と「BPM-ITプログラム」と大きく二つのステージに分けて支援いたし
ます。「BPM-IT」プログラムについては日本BPM協会、JMAグループのシステムベンダー等と協同で

進めます。

Service Menu

ビジネスプロセス、業務プロセスの体系化、可視化支援

2. QCD、リスクの定量化1. モデリング（可視化）

イレギュラー業務の整理、ビジネスルール設計
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改善PDCAサイクル運用設計（プロセスマネジメントの定着化支援）

化
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Consulting Step

情報システム実装とモニタリング手段設計

M
-IT

JMACの「ビジネスプロセスの見える化」 の特徴は、業務モデル側と情報モデル側の両面でコンサル
ティングステップを踏むことです。貴社の要望に応じて「BPM-見える化プログラム」「BPM-ITプロ
グラム」をコンカレントに進めることも可能ですし、改革領域に応じてステージを分けて進めること
も可能なプログラム構成になっております。
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改善検討

株式会社日本能率協会コンサルティング TEL.03-3434-0982  http://www.jmac.co.jp   mail :info_jmac@jmac.co.jp

情報システム統合化構想 情報システム設計／開発
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